
新型コロナウイルスに対する活動状況調査（4/24）

調査対象：岩手県内58クラブ 25クラブより回答

岩手県広域スポーツセンター



Ｑ１．現在のクラブの活動状況について

１７クラブ（68%）

８クラブ（32%）

全活動中止

大半の活動中止

一部の活動中止

通常実施

活動なし



Ｑ２．クラブへの影響について（複数回答）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

その他

助成金・補助金の減少

正規職員の雇用調整（シフトの調整・雇止め）

経営の停止または撤退

通常の教室やプログラム・イベントの一部中止

使用する施設の一部閉鎖

非正規職員の雇用調整（シフトの調整・雇止め）

会員・利用者の退会や減少

収入の減少（半減・激減）

通常の教室やプログラム・イベントの全面中止

使用する施設の全面閉鎖

3

3

4

4

4

7

8

14

14

18

19

その他 ・体育協会の中での活動であるため特に問題はない ・活動拠点の臨時休館により活動を中止
・行政から補助金の変更もあり得ると言われている。



Ｑ３．クラブで実施している感染予防対策について（複数回答）

その他 ・手洗い・うがいの励行声かけ ・事務室に入室する際に入室記録の記入と、手指消毒の徹底、喚起を定期的にしている。
・次亜塩素酸水（霧吹き）の活用。お寿司屋さんから無償で提供いただいている。 ・広い会場での活動へ変更して（隣人との間隔5メートル）活動。

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

その他

参加人数の制限

マスクの着用義務付け

職員・指導者・参加者への体温確認・体調確認

施設・用具の清掃と消毒の徹底

アルコール消毒液の常備

換気・空気の入れ替えの徹底

4

3

6

14

14

17

20



Ｑ４．どのような工夫で困難を乗り越えていくか、もしくは乗り越え
ようとしているか（複数回答）

その他 ・活動の方法（オンライン講座等）の導入検討 ・選択肢の項目について、これからの課題になっていくと思う。
・クラブが休業補償など申請できる対象となるのか？なるなら当然申請したい。

0 5 10 15 20 25

その他

会員・利用者への利用額の減額

休業補償のための資金繰り

雇用調整による正規・非正規職員への雇用継続

活動場所の施設や用具の清掃・消毒の徹底

感染拡大防止のためのグッズ（マスク、消毒液等）の確保

活動の中止

3

2

5

8

13

14

21



Ｑ５．新型コロナウイルスによる、クラブのこれまでの損失額
（概算）について

損失ゼロ

（７クラブ）

10万円未満

（６クラブ）

50万円未満

（７クラブ）

100万円未満

（３クラブ）

100万円以上

（１クラブ）

無回答

（２クラブ）

損失ゼロ

10万円未満

50万円未満

100万円未満

100万円以上

無回答



Ｑ６．クラブの今後の経営継続について

１０クラブ

（40%）

６クラブ

（20%）

１クラブ

（4%）

６クラブ

（24%）

２クラブ

（8%）

１クラブ

（4%）

通常通り継続／再開

規模を縮して継続／再開

場所を変えて継続／再開

継続／再開の目途立たず

全く未定

無回答



Ｑ７．クラブが希望する国や自治体からの支援策について
（複数回答）

その他 ・助成金の活用も考えていくが、見通しが立たないので何とも言えない ・体育館指定管理料の中で調整する

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

その他

緊急小口融資制度利用

資金繰り支援の迅速化

融資や助成金の制度を活用したいが、

申請方法が分からない

コロナ特例措置雇用調整助成金の活用

マスク、消毒液等の無料・廉価での提供

2

1

7

8

8

18


